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3月13日、NHKEテレ「こころの時代」、「福

島からの伝言」の一時間番組に釘づけになっ

た。東京電力福島第一原発事故で「福島原発

避難者訴訟」の原告団長を務められている福

島県楢葉町の宝鏡寺住職、早川篤雄さん(82

歳)へのインタビューで番組は進行する。

早川さんの生い立ち、楢葉町に立地された

福島第二原発の設置許可取消しを求める裁判

など、なぜこれほどまでに原発問題に深く関

わったのか。少数でも原発の危険性を訴え闘

い続けたことに誇りと確信はあるが、大事故

を起こしてしまったことへの無念さと人間の

愚かさについてとつとつと語られた。

貧しい生活の糧にと乳牛を飼い、餌の草取

りが日課だったこと。百姓仕事が好きで、原

発事故前は自前の米100俵を障がい者施設に

持ち込み、利用者とともに自身も楽しんだと

いう。

原発事故は施設の運営を断ち、障がい者は

バラバラになり、自殺してしまった方も。元

気で朗らかだったおばあさんは原発避難後認

知症が進んであっという間に亡くなった。先

立つ希望、気力がなくなったのだ。賠償金は

入ったがやることがなく、生きがいを絶たれ

て酒におぼれギャンブルにのめり込む被災者

もいたが、賠償金を貰えない人の中には心な

い言葉を被災者に浴びせるものもいた。原発

事故は人々の心を蝕み、暮らしを奪った。

先の戦争で宝鏡寺の100軒の檀家で22人が戦

死した。諸寺院は金仏までも供出させられた。

仏さまが弾になって人を殺すことに対し、仏

教会まで声をあげず戦争に協力したのだ。少

数でも主張すべきは堂々としなければならな

いと、早川さんの心意気が伝わってくる。

福島からの伝言
公害・地球懇常任幹事 橋本良仁

原発を止めるために裁判をするにも、みな

貧しくて弁護士の交通費もろくに払えないと

悩んだとき、弁護士から「裁判は子孫への

メッセージ」といわれた言葉にどんなに救わ

れたか。声をあげ行動するしかない、やせた

人生だが原発問題に取り組まなかったら、

もっとやせ細っていたのではと思う。

ついに原発事故を止めることができなかっ

た。自分を含め、人間のおろかさを懺悔して

毎日お経をあげている。仏さまに、「貧(む

さぼり)、瞋(いかり)、痴(無知)」の懴悔の

言葉を唱えてお経をあげている。今、自分に

できることは少しでもやらなければと思って

実行している。

2021年3月11日、宝鏡寺内に、「ヒロシマ、

ナガサキ、ビキニ、フクシマ伝言の灯(とも

しび)」を設置し、多くの人々によって非核

の灯として灯されることになった。それを伝

える伝言館も境内に開設した。被災者たちの

想いがそのまま福島に受け継がれている。ビ

キニで被曝した久保山愛吉さんの、「原水爆

の犠牲者は自分を最後にしてほしい」の言葉

を胸に灯し続けたい。

早川篤雄さん(宝鏡寺にて2016年)
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未来を切り開く 地熱発電への期待！

「八丁原（はっちょうばる）地熱発電所」を見学して

子どもの権利条約をすすめる八王子の会 小木美智子

八丁原地熱発電所

私は、昨年12月、コロナが少し落ち着いて

きた一瞬間を狙って、大分県にある日本で一

番大きな「地熱発電所」である「八丁原地熱

発電所」を見学することができました。阿蘇

くじゅう国立公園のど真ん中に位置し、やま

なみハイウエイを車でとばしていくと、木々

に囲まれた平地にその発電所はあり、もくも

くと白い水蒸気が噴き出している塔が見えま

した。私は、仲間8人で行ったのですが、見学

は無料で、1時間ほど、若い女性が丁寧に説明

をしてくれました。 なぜ、ここを訪れたかっ

たのか？それは、『気候危機・2030』問題を

考える時、どうしても、CO2の排出量を抑え、

気温上昇1.5℃の目標を実現するために、世界

から日本に向けられているのは、石炭火力発

電への対応です。そんな中、日本として、私

たち市民も考えはじめたいと思ったからです。

3年前、コスタリカを訪れた時、コスタリカ

では、すでにカーボンニュートラル100％を達

成していて、そこには、日本の技術で建設し

た「地熱発電所」があったからです。

（えっ？日本の技術がこのコスタリカで活用

されている！）と思うと、日本でも活火山の

多い地熱利用は、大きなメリットになるので

はないかとずっと考えてきたのです。（日本の

地熱資源は世界第3位なのに2.2％しか利用していな

いこと、世界の地熱発電の7割は日本の技術であること

もわかりました）

さて、この八丁原地熱発電所は、日本一の

発電量11万㎾を発電し、大岳発電所やバイナ

リー発電所（バイナリー発電は150℃以下の熱水や

蒸気を沸点が低い媒体と熱交換して発電する方法）

などを合わせて、21万2千㎾にもなり、おかげ

で大分県は、「自然エネルギー自給率日本一

の実力」と誇っているそうです。しかし、こ

こに至るまでには、長い歴史があり、大正時

代から別府の温泉地を堀削して地熱利用発電

を開始した方がいたということ、そして、昭

和24年から九州配電（現九州電力）が大分で

の調査研究を始め、大岳発電所で地熱発電が

開始されたのが昭和42年だったそうです。

ロシアのウクライナ侵略戦争と核による脅迫に断固として抗議する。

戦争は人類にとって最大の公害である。多くの人命を傷つけ、失い、地球環境も大きく損なう。

気候危機、コロナのような未知のウィルス出現に対し、世界中で力を合わせて

対処しなければならない時に、ロシアによるこの蛮行は許すわけにはいかない。

地球懇としても抗議声明を準備中だが、1日も早く戦争をやめさせるために力を尽くそう。

公害・地球懇
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グラフ２ 世界の電源構成

次のグラフ2は、世界主要国の発電電力量に

占める再エネ比較です。日本では、再エネ電

力比率は、2019年 18％で、主要国と比べ、

見劣りします。ぜひ、再エネ率をあげる上で、

太陽光だけでなく、原子力に頼らなくてもす

むという安全なベースロード電源になる可能

性をもつ「地熱発電」を見直してほしいと思

うのです。(出典：資源エネルギー庁作成)

それなのに、なぜ、日本の電源構成では地

熱発電は、0.3％という実態のままなのでしょ

うか。

それは、この地熱発電をするには、『地

熱』がどこにあるのかを探さなくてはいけな

い。そのための地質調査・研究のために時間

と費用がかかるということ。つまり、下図の

ような地質で、マグマ貯まりの貯留層とその

蓋になる帽岩(キャップロック)層が必要で、

そうした特別な条件を持つ「地層」を見つけ

出す科学的な研究と探索工事が必要だとのこ

と。2つ目は、日本の多くの温泉地は国立公園

になっていて、国立公園法があり、むやみに

掘削工事ができないこと。また、温泉街の人

たちにとっては、地熱発電ができたら、湯量

が枯渇するのでは？という不安もあり、地元

理解を得ることが難しいという。

現在、日本の電源構成をみると、CO2を排出

する電源が石炭・LNG(天然ガス)石油・その他

の火力などで74.9％、その上原子力の4.3％を

合わせると79.2％で、約8割を占めています。

再生可能エネルギーは、水力・太陽光・風

力・バイオマス・地熱合計2割です。世界的に

再エネへのシフトが始まっている中で、日本

も世界を見すえた戦略が迫られているのでは

ないでしょうか。

グラフ１ 日本全体の電源構成 2020年ISEP作成
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地熱発電の原理

2012年3月に環境省が自然公園の規制を緩和

して、直後の7月から固定価格買い取り制度が

始まったことにより、全国各地で地熱開発プ

ロジェクトが活発に動き始めている。さらに、

経産省が2012年度予算に調査事業のため、91

億円を盛り込み、地表調査費用の4分の3、掘

削調査費用の2分の1を補助と国の予算化がで

きた。こうした『エネルギー政策』の転換に

よって、分厚い雲の合間から明るい光がさし

始めている』という。 今、地球環境を守るエ

ネルギーを得るには、この地熱発電はすばら

しい魅力があり、メリットがあります。何よ

り、発電時のCO2排出量がほぼゼロであり、季

節や天候に左右されることなく、24時間365日

の安定した稼働ができるので、ベースロード

電源にできます。さらに地下資源として埋蔵

量もあり、しかも世界先端の地熱発電技術力

を持っている日本にとって、未来を見据えた

電源として見直す必要があるのではないで

しょうか。

(子どもの権利条約をすすめる八王子の会発行

ミニ新聞みらい7号より)

そうした中、「見えてきた地熱発電事業の

未来」と題するある企業のネット情報を見つ

けました。そこには、次のような文章が載っ

ていました。(出典：三井住友フィナンシャル

グループ)『日本は、狭い国土の中に活火山が

集中していて、地下には地熱資源が豊富にあ

る。その資源量は、米国とインドネシアに次

いで世界で3番目に多く、電力換算して2347万

㎾にも達するという。一般家庭で4000万世帯

分に相当する膨大な量になるが、実際に発電

に利用しているのは2％にすぎない。最大の要

因は活火山のある地域の大半が国立公園など

に指定されていて、これまで開発が厳しく制

限されてきたからだ。
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実際、そういった変化の声を友人から聴く

ことができた。自分が正しいと思ったことは

諦めずに行った成果だと感じるとともに、こ

ういった行動の継続で社会を変え気候危機を

解決できるのだと学んだ。

その他にも「歴史を見返すといつだって変

化が起きるときは若者が先頭にいた」という

奥田先生の言葉がとても心に残った。

気候危機はこれまで生きてきた人々がやり

たい放題に生き、無視し続けてきた問題であ

るのに、その影響は若者の私たち、これから

生まれてくる次世代の子どもたちに大きく影

響する。問題の多くを作った人々と対話する

中で感じるのは、もちろん全員ではないが、

「俺たちはこのまま生きていきたいし、もう

変化なんて起こせないよ」「ここに石油がも

し埋まっていたら、それで儲けたい」「若者

に任せたよ」などと、私たちの未来への絶望

をより深くするものばかりだった。「なぜ問

題解決を私たちに押し付けるのか」とこの気

候危機に立ち向かう心を揺さぶるような怒り

を私は持っていた。しかし、先生方の言葉で

「私たちがやるしかない」と思えるように

なった。より良い未来のため、私たちが社会

を変えるのだという使命感を持ち、今後も自

分の精神、体を大切にしながら取り組んでい

きたい。

公害・地球懇は、主要な活動として地球環

境問題の出前講座を行っています。以下紹介

するのは、昨年10、11月にある教育系大学で

行った気候危機問題の授業に関する学生の学

期末レポートの一部です。

私は昨年の夏ごろから本格的に環境問題に

向き合うようになっていた。知れば知るほど

私たちの何気ない暮らしがこの地球を住むこ

とのできない惑星にしてしまっていることに

気が付いた。たった一日生きるだけで無意識

的にプラスチックを使い捨ててしまっている

こと、そしてそのプラスチックの多くはもう

二度と使われずにゴミとなること、また二酸

化炭素を排出する電力会社へ電気料金を払っ

ていること、危機感のない日本の政治家に沈

黙の賛同をし続けていること。その気付きが

焦りに変わり、どうにかしなければと思う

も、なかなか思うようにいかなかった。「私

一人が何かしても社会は変わらない。」と行

動を少ししただけであきらめを感じていた。

そんな時に受けたお二人の講義で、私が気

候危機に向かい合わなければいけない理由、

そのマインド、自分自身に価値があることに

気づかされた。今すぐに地球市民が一致団結

して取り組まなければいけないほどの危機的

状況に対し、私にできることは市民として政

治に声を届けることだと学んだ。そこで私は

約一週間後に控えていた衆院選に一人でも多

くが自身の声を届けに、投票してもらえるよ

う、ビラを作り全学生10人に1人の割合となる

300枚を仲間の協力のもと配り切った。その経

験を通して学んだのは、私の行動が例え300人

全員の変化にならなくとも数人の行動が変わ

り、10人の意識が変わり、数十人の心に残れ

ばいいと思えたことだ。

出前講座で気候危機と向き合う学生

公害・地球懇 常任幹事 奥田さが子 橋本良仁
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9人の写真家たちが描く水俣

「水俣・写真家の眼」プロジェクト発足

公害・地球懇 「水俣・写真家の眼」会員 田中史子

昨年12月12日(日)熊本県水俣市水俣病資料

館にて「水俣・写真家の眼」プロジェクト発

足準備会の報告がなされました。長年水俣病

の写真を撮り続けてきた写真家たちが水俣病

の写真やネガ、デジタルデータなどを保存し

て活用しようという目的で結成されたもので、

撮影時期や撮影場所、目的などそれぞれち

がった作品を一堂に結集しようとするもので

す。

15年前に行われた「水俣を見た7人の写真

家たち」展のメンバーが中心となって、3年

前にこのプロジェクトのための話し合いが始

まり、コロナ禍の中、戸惑いながらのオンラ

イン会議をかさねてきました。最初は「私た

ちももう年だ。死後この貴重な写真たちが価

値のわからない者たちにゴミにされてしまう

のはやりきれない。なんとか保存することが

できないだろうか」というようなことから始

まり、元水俣病資料館の館長だった吉永利夫

さんが奔走して写真家たちをまとめたり、関

係各所に連絡を取ったりしてくれました。話

し合いが進むうち「ただ写真やネガを保存す

るだけでなく、私たちが生きているうちに活

用しよう」ということになり、それならば法

人組織を作って活動しようということになり

ました。

プロジェクトの名を「水俣・写真家の眼」と

し、メンバーは7人の写真家たちに北岡秀郎

さん、石川武志さん、故塩田武さんにかわり

妻弘美さんを加えた9人で構成されます。

12月12日の記者会見ではこのうち7人の

トークショウがおこなわれました。塩田弘美

さんは、「夫は水俣病を撮るというよりは

人々の生きざまを撮ってきた」と話し、小柴

一良さんは水俣で暮らし、当時は気が付かな

かったが亡くなった元妻は水俣病ではなかっ

たかとふりかえり、芥川仁さんは、「水俣病

の写真は貴重な日本の宝だ」と語った。これ

らはYOUTUBEで発信され、多数の新聞に掲載

されました。みんなの目的に「今、これを立

ち上げるのは、いまだに水俣病が解決しない

からだ」の意識がありました。そして何人か

が「まだこれからも水俣病を撮っていく」と

明らかにしました。

「水俣・写真家の眼」は正式には4月に発

足します。まず手始めに、4月27日から6月10

日まで熊本市の熊本日日新聞社・新聞博物館

で「９人の写真家が見た水俣」として写真展

を行う予定です。 4月30日には会場にて桑

原史成さん、アイリーン・美緒子・スミスさ

ん、小柴一良さんとともに私も参加してトー

クショウを行うことになっています。5月14

日には宮本成美さん、北岡秀郎さん、塩田弘

美さん、芥川仁さんのトークショウがありま

す。水俣病の患者さんや関心のある人々にぜ

ひ見てほしい、そしてこれらの活動が水俣病

の解決に役立つことを望んでいます。
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JNEP情報（2022年3月）

最高裁、東京電力の賠償責任確定

東京電力福島第一原発事故で福島県から避

難した人、県内に留まった人や近隣県の住民

などが政府と東京電力を訴えている3つの裁判、

福島（福島地裁・仙台高裁）、群馬（前橋地

裁・東京高裁）、千葉（千葉地裁・東京高

裁）の裁判について、最高裁はいずれも東京

電力の上告を退け、3600人の原告に対し、総

額14億円の損害賠償が確定した。いずれも政

府が定めている損害賠償基準の中間指針を上

回る損害賠償を認めた。

「生業・福島原発訴訟」弁護団は、被害実

態に照らして賠償額は不十分だが、政府の賠

償基準中間指針で賠償対象とされる地域をさ

らに広げ、賠償水準を引き上げ上積みさせ、

東京電力の主張する中間指針以上の損害はな

い、賠償を支払い過ぎているという主張を明

確に退けた点で重要だと指摘している。

国に対する判決は今後示される。

日本の原発は戦争想定せず 原子力規制委員長

更田原子力規制委員長は、東京新聞の報道

によると、3月9日の衆議院経済産業委員会で、

原発の安全審査では二国間の紛争による武力

攻撃を想定しておらず、ミサイル攻撃を受け

た場合、放射性物質がまき散らされることが

懸念される、と答えた。また、原発が占拠さ

れた場合にはその原発のコントロール全体を

握られるのでどんな事態も避けられない、と

答えた。

ウクライナの原発がロシアに占領され、ま

た原発敷地内の施設が攻撃を受け炎上する

生々しい映像が私たちに改めて突きつけたの

は「原発とは、事故という危険以外に、戦争

やテロによる危険性を孕む」ということだっ

た。毎日新聞の報道によると「原発を占拠し

てしまえば、脅しや交渉の材料として使える

ということがわかってしまった」。IAEA国際

原子力機関も原発が攻撃された場合の深刻な

危険を指摘している。

自民党電力安定供給推進議連、停止中の原発

の緊急稼働を決議

自民党の電力安定供給推進議連は、朝日新

聞や産経新聞の報道によると、停止中の原発

を緊急的に稼働させるよう求める決議を採択

した。

世界の2021年のCO2排出量過去最大、新型コロ

ナからの経済回復と石炭増が主因

IEA国際エネルギー機関によると、2021年の

世界のエネルギー起源のCO2排出量は363億ト

ンで前年比6%、20億トン増加、絶対量も過去

最大、2020年の新型コロナによる経済後退を

打ち消して増加した。この増加量の40%を石炭

が占め、排出増の主因となった。化石燃料全

体では石炭の他、天然ガスも増加、石油は新

型コロナ蔓延による運輸燃料の消費減のため

減少した。石炭火力発電量も過去最大になっ

た。一方、再生可能エネルギ-発電量も過去最

大を更新した。

IPCC報告、気候変動の悪影響を報告

IPCC(気候変動に関する政府間パネル)は、

第6次評価報告書・第2作業部会報告を発表し

た。世界の33〜36億人が気候変動に対して非

常に脆弱な状況下で生活している。生態系で

も種の大部分が気候変動に対して脆弱である。

気候変動の悪影響は、産業革命前からの気温

上昇を1.5℃にとどめる場合より、2℃あるい

はそれ以上上昇させる場合の方が複数の気候

被害、不可逆な被害を引き起こし、より深刻

になる。予測される悪影響と関連する損失と

損害は地球温暖化が進むたびに拡大していく、

などとしている。

IPCC報告に際し、グテレス国連事務総長は、

「石炭やその他の化石燃料は、人類を窒息さ

せようとしている。」「石炭火力発電事業に

未だに融資している民間セクターの資金提供

者は、責任を問われなければならない、巨大

な石油ガス企業とその出資者も警告の対象

だ。」「世界経済の脱炭素化を遅延するので

はなく、今こそ再生可能エネルギーの未来に

むけてエネルギーの移行を加速させるときだ。
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活動日誌

2月

3日(木)◇公害総行動実行委員会

（第47回公害総行動第1回会議）

15日(火)◇東京あおぞら連絡会常任理事会

16日(水)◇大気定例行動

（環境省～公調委）

24日(木)◇気候ネット20周年フォーラム

3月

4日(金)◇気候市民サミット2022オンライン

～脱炭素へのシステム転換の兆し都展望～

Zoomウェビナー

5日(土)～6日(日)

◇原発問題住民運動連絡会

(原住連)交流集会

(福島県いわき市)

6日(日)◇国際シンポジウム :

3.11から11年-福島と世界の今を知り、

核なき未来をつくろう

11日(金)◇宝鏡寺・「非核の火」を灯す会集会

12日(土)◇原発をなくす全国連絡会

原発ゼロ新宿大宣伝行動(仮称)

今後の主な予定

3月

19日(土)◇ノーモア・ミナマタ

患者会と支援の決起集会

26日(土)◇福島復興共同センターを中心に

原発の状況と廃炉の問題に

ついて学習会 Zoom

4月

3日(日)◇「津島」はなぜ闘うのか --

３人のジャーナリストによる

現地報告-- Youtube

9日(土)◇公害弁連シンポ

「福島原発事故 : 最高裁で国と

東電が裁かれることの意味」

Zoom

4月27日(水)～6月10日(金)

◇写真展

「9人の写真家が見た水俣」

発 行 : 公害・地球環境問題懇談会

(公害・地球懇／JNEP)

連絡先 : 〒160-0022 東京都新宿区新宿2-1-3

サニーシティ新宿御苑10F

TEL  03-3352-3663

FAX  03-3352-9476

郵便振替 : 00140-1-80892

URL : http://www.jnep.jp/

化石燃料は、私たちの地球、人類、経済に

とっても袋小路だ(未来はない)。再生可能エ

ネルギーに迅速に適切に管理しながら移行す

ることが、世界が必要とするエネルギー安全

保障、普遍的なアクセス、グリーン・ジョブ

に通じる唯一の道だ。」と明確に述べている

（国連事務総長発言は国連広報センター訳を

要約）。

ドイツ政府、原発全廃は予定通り2022年末に

実施

ドイツ政府はロシアのウクライナ侵攻での

エネルギー危機、化石燃料高騰などを受けて

エネルギー政策を検討、原発稼働延長なども

検討したと伝えられるが、その役割はわずか

で、一方で原発が攻撃された際のリスクが大

きいとしている。また、ロイター通信による

と、再生可能エネルギー電力100%転換の時期

を2040年より前倒しすることを検討している。
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ネモやんの福島便り

第64回(最終回)：｢福島原発事故から11年、

を見届けて」
「生業（なりわい）・福島原発訴訟」原告 根本 仁

あの3.11から11年が経ち、福島に居住する一人として特に気になることは、東京電力福

島第一原発事故による内部被ばくの影響です。政府をはじめ多くの団体・組織・ＮＰＯな

どが『復興』を声高に叫び、放射能汚染がもたらした【実害】と【風評被害】の二面性の

うち、【実害】を隠す一方で＜風評被害の克服＞だけに的を絞るキャンペーンを長年押し

進めてきました。まるで、放射能の【実害】など無かったかのように！しかし、放射能は

色も、味も無い特性をもち、体内に入ると内部被ばくをひき起こすきわめて危険な物質で

す。

放射線の内部被ばくの研究で知られる矢ヶ崎克馬・琉球大学名誉教授は、私とのメール

のやり取りで次のように述べています。

「＜100Bq（ベクレル）/kgは安全＞ではありません。『放射線被曝は可能な限り避けるべきです。放射能

汚染された食物を摂取すると必ずリスクが伴います。免疫力の弱っている方は命を落とすこともあります。どうかお

覚悟を決めて召し上がってください』と言うべきです。深刻な生存状況が続きますが、真実を伝えて、生き延びま

しょう。」

さて、本稿の冒頭「ネモやんの福島便り」第64回の後に（最終回）と標記しました。そ

れはJNEPnews2016年6月号を第1回として始まった「ネモやんの福島便り」の連載を、今回

の第64回で幕を閉じさせていただきます、ということです。実は、年の改まった今年の1月

に第１回からの連載を再読してみました。「福島便り」を読み返してみて感じたのは、私

の頭にある『アイディアの引き出し』が全て使い果たされた、ということでした。新たな

パワーの再生には体力と気力が必要ですが、今月74歳となる私には「これが潮時」という

思いが押し寄せてきました。そこで東電福島第一原発事故から11年を見届けての「ネモや

んの福島便り」第64回を最後に幕引きすることを決め、編集部からもご了解を頂きました。

この間、編集長・橋本良仁さんの貴重なアドヴァイスをはじめ、田中史子さん提供の写真、

奥田さが子さんと松本 泉さんによる美しい草木の花の挿絵で紙面に彩りを添えていただ

きました。また、清水 瀞さんをはじめ多くの方々からの励ましやご感想なども寄せられ

ました。そうした温かな後押しのお陰で私の「ネモやんの福島便り」は続けて来られたこ

とを実感しています。心より感謝申し上げます。

編集部からは「時には単発で原稿を寄せてください」というお声をかけていただきまし

た。そのお声をありがたく拝聴して、何かあれば「ネモやんの福島便り」第65回として再

び読者の皆さんにお目にかかりたいと存じます。その時にはまた、よろしくお願いいたし

ます。

拙文を長い間お読みいただいた皆々さま、ありがとうございました！


